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　19世紀末のアメリカにクリスチャソ・サイエンスという名の新興宗教が誕生した。この宗派は他
のキリスト教の宗派とは多少異なった教義と組織形態を持ち，教祖であるメリー・ベイカー・エディ
（1821－1910以下エディ夫人）の卓抜した指導力と相まって，周囲から多くの非難を浴びながらも
1890年代を境にアメリカのみならず海外にまで信者を増やし，既成のキリスト教派にとっても侮り
がたい勢力へと躍進した。この宗派のあり方に異論を唱え，特に教祖エディ夫人に対して痛烈な批判
をした一人がマーク・トゥエイン（1835－1910）であるのだが，彼のこの宗派に対する見解は独特
であり，同時に複雑でもある。これがこの稿の主題になる。
　まず最初に今から約100年前にアメリカで空前のブームを巻き起こした新興宗教クリスチャソ・サ
イエンスの誕生とアメリカの宗教史のみならず女性史においても一際，異彩を放つ存在として長く記
憶され続けるであろう女傑エディ夫人について簡単な説明をし，次にトゥエインのこの宗派に対する
見解をまとめたエッセー集である『クリスチャン・サイエソス』を中心に彼の教祖エディ夫人への批
判について触れ，続いてこの宗派が千年後には全世界を支配する勢力になる恐怖を描いた未完のSF
小説『世界帝国エディパス秘史』について考察し，最後に彼がこの新しい宗派の将来に危険を感じつ
つも，一方で期待をかけていた部分もあることを結論として述べたい。
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　のちにボストソを本拠地とするクリスチャン・サイエソス（キリスト教科学）の教祖1）になるエデ
ィ夫人の生涯は幸福だった期間よりも不幸だった期間のほうが圧倒的に長い。彼女は幼少の頃より病
弱で，中年になっても病床に伏すことが多かった。身体以外にも不幸は多く，彼女は生涯三回結婚す
るのだが，いずれも夫との離婚，もしくは死別に終わっている。このように，長らく心身の不幸に苦
しめられていたエディ夫人に重大な転機が訪れたのは1862年のことである。既に中年の域に達して
いたエディ夫人は，当時ニューイソグランド地方で磁気療法や催眠療法で名声を博していた治療師フ
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イニアス・クインビr（1802－1866）と出会う。そして病弱だった彼女はクイソビーの精神治療に
よって快癒するのだが，薬の投与に頼らず病気を直せるという自己体験は彼女の後の生涯に大きな影
響を与えた。ところが4年後，健康を回復したエディ夫人は路上で転び，激しく頭を打ち意識不明の
状態になり，再び床に伏す日々が始まる。この年に頼みにしていたクインビーは死去していた。エデ
ィ夫人はベットの上で聖書を読む日々を送る。特にマタイ伝のなかでイエス・キリストと十二使徒が
病人を癒す場面には彼女自身の境遇と重ね合わせ強い感銘を受けた。彼女はキリストの使命は人間の
魂の救済だけでなく，病人を癒すことでもあり，人間がキリストの子であるなら人間にも治癒能力が
生来備わっているはずであると考え，この後，医師からの一切の薬の投与を拒否するようになり，神
への一途な祈りによってのみ病状が回復できると信じるようになる。そして現に彼女の病状は奇跡的
に回復した。これがクリスチャソ・サイエンスの最大のセールスポイントになる「癒し」（healing）
の始まりである。
　エディ夫人はこの後，他人にもこの「癒し」の効果を及ぼしたいと願うようになり，1870年には
「癒し」を伝授するための学校を開校した。そして，エディ夫人の認可を得た門下生が「実践士」
（practitioner）としての資格を持つことができるようになった。「癒し」の方法は薬の投与を一切行
わず，病人に聖書（のちにr科学と健康』も併用される）を実践士が朗読し，病人の不安を取り除き，
精神を安定させ，その結果，病状も回復するといういたって単純なものである。病人に「癒し」を行
った場合，収入の一割を彼女に支払うことが義務づけられていたが，実際は支払わない門下生が多
く，裁判沙汰が絶えなかった。これらの金銭面での醜聞も手伝って，エディ夫人の「癒し」に対して
批判的な見方をする人々（特に医師は「癒し」が医学的な根拠を持ってないことを攻撃した）が増え
てきた。しかし，同時にエディ夫人が1870年代に世間からの注目を浴びるようになったのは事実で
あり，非難と平行して徐々にではあるが，理解を示す人々も現れ始めていた。それでは何故，医学的
な裏付けを持たない「癒し」が一部とはいえ支持を受けたかといえぽ，19世紀末のアメリカの「治
療ブーム」とも呼ぶべきものが背景にある。このなかには水治治療，磁気治療，催眠治療などの様々
な治療法が医師としての資格を持たない素人同然の者達によって公然と行われ，しかも当時は一定の
効果を上げていたのである。このような歴史的背景がクリスチャン・サイエソスの躍進を容易ならし
めたことは銘記すべきであろう。
　当初，エディ夫人は新しい宗派を創るまでの気はなかったのだが，「癒し」が彼女の予想に反する
ほどの広がりを見せたため，集団の長として組織化する必要性に迫られてきた。それには聖書のみに
頼らない独自の根本聖典が必要であり，彼女は1872年から2年程かけて執筆し，『科学と健康・付聖
書の鍵』（Science　and　Health　with　Key　to　the　ScriPtures）と名付け，1875年に上梓する。この後，実に
382回の改訂と増補2）を繰り返し，彼女の生前40万部売れたという3）。その内容は教義や「癒し」の
方法の他に「創世記」と「ヨハネの黙示録」4）についてのエディ夫人の独特の解釈による説明，そし
て1902年以降の版の巻末には「癒し」の効果が信徒達の自己体験を基に語られる。その中には「悪
性のリューマチが入信したら快癒した」「眼病が治った」「健康を手にして人生に希望が持てるように
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なった」など宣伝としての役割も果たしている。ついでながら，ここで使われている「科学」とは「私
たちは神性なる本性を実証することによってキリスト教の科学に到達する」（『科学と健康』第1章
「祈り」）とあるように，クリスチャソ・サイエソスの教義がいかに真理であるかを生活の中で実践す
ることによって証明するという意味で用いられているのである。
　次に他宗派との際立った相違について述べる。この宗派は牧師や説教師を置かず，積極的な布教活
動は行わない。だが，毎週定期的に行われる「朗読会」と呼ぼれる集会が教会内で選ぼれた平信徒の
男女一組が教壇からr科学と健康』を朗読することが説教の代理の役割を果たしている。教会内では，
聖書と『科学と健康』，そしてエディ夫人のみが牧師なのである。
　この宗派の独自の教義。神は全てであり，善である神が自らに似せて人間を造った以上，人間の本
性は元来全て善である。ゆえにこの世にあるものは全て善であり，物質的世界を否定し，罪・悪・死
・病気・苦痛などは全て人間の頭脳が生んだ「妄想」であると説く。死を認めない以上，この宗派は
天国や地獄の存在すらも認めていない。
　この宗派のシステムで斬新なのは従来の他の宗派で当然とされてきた階級制度を排し民主的自治を
重んじ，教祖であるエディ夫人自身が女性ということもあって教会内で男女同権を打ち出したことで
あろう。しかし，実際は教会内で指導的役割を果たしたのは主に男性であったし，エディ夫人が教会
の長として絶対的な権限を持っていた。もう一点強調しておきたいのは，この宗派が信徒からの会
費，「癒し」による患者からの収入，教会から発行される多くの刊行物5）の販売などによって莫大
な財力を持っていたことである。
　エディ夫人は1879年，ボストンに於いて，「師イエス・キリストの言葉と業を記念するために立案
された教会を組織し，この教会は原始キリスト教とその失われた癒しの要素を復活させる」6）ために
「科学者キリスト教会」（Church　of　Christ，　Scientist）と命名し，新しいキリスト教派の創設を公表し
た。さらに，州の認可を受けマサチューセッツ形而上専門学校を開校し，ここで『科学と健康』をテ
キストとして本格的に「癒し」の方法が門下生に伝授されるようになる。
　しかし，教会の運営が軌道に乗りかかっていた矢先，エディ夫人は1886年，突如教会・諸機関を
解散，公職からの引退（もっとも財政権だけは手放さなかった）を宣言し，世間を驚かせる。何故，
彼女が解散したのかは諸説もあり興味深いが，一つには高まりつつあった周囲からの批判をかわす目
的があったであろうし（古い同志達もこの頃，彼女と挟を分かっていた），もう一つには現体制では
彼女の権限に限界があったため，別の形のより強固な体制を作り上げるための準備期間だったともい
われている7）。
　1890年代に本格的に教会の組織化が再開される。ボストソに本部である「第一教会（母教会）」
（1892）を建設し，規則をまとめた『母教会規範』（Manual　of　the　Mother　Church，1895）の制定は
彼女の支配体制が確立したことを示すものだった。彼女は「名誉牧師（Pastor　Emeritus）」に就任，
教会の長として彼女の承認なしには何事も決定できない独裁体制が整えられた。以後，エディ夫人の
強力な指導力と豊かな財政に支えられクリスチャソ・サイエソスは発展期を迎える。世紀末という極
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めて不安定な時代を反映し，「懐疑の時代」の申し子として誕生したクリスチャン・サイエソスは他
宗派の牧師，医師，超絶主義者，ジャーナリスト達の厳しい非難を浴びながらも1890年代から世紀
転換期にかけて，既成のキリスト教派に魅力を感じなくなった人々や健康に不安を抱える人々など主
にアメリカとイギリスの上流・中流階級の白人層の支持を受け8），当初わずか15人で創設したこの新
興宗教は1910年には10万人の信徒と1200以上の教会数を擁するまでの宗派へと躍進を遂げていた。
この年，エディ夫人は既に90歳の高齢であり，彼女の晩年は教会の基礎固めのために捧げられたと
言っていい。世界の宗教界に新風を吹き込んだ女傑は奇しくもマーク・トゥエインと同じ1910年，
ハレー彗星が地球に来た年にボストンにおいてこの世を去った。
?
　マーク・トゥエインのクリスチャソ・サイエソスに対する見解は複雑だが，『クリスチャソ・サイ
エソス』（Christian　Science，1907）が一冊の本として出版されるまでの経緯も同様に複雑である。ト
ゥエインは当初，この問題を一冊の本として出版する意志がなく，1890年代に借金返済のために敢
行したいわゆる「世界一周講演」のウィーソ滞在中にクリスチャソ・サイエンスを風刺した短いエッ
セーを雑誌に掲載することから始まった9）。その後も，2作ほど雑誌に掲載されるのだが，この間ア
メリカ国内ではクリスチャン・サイエソスの是非を巡る大論争が起こる。なかでも「ノース・アメリ
カン・レヴュー」誌上でトゥエインとクリスチャン・サイエンスが繰り広げた激しい応酬合戦は多く
の反響を呼んだ。1903年からトゥエインは国内で高まる関心を背景に，これまでの自らの雑誌掲載
の作品をまとめ上げ，大幅に加筆し一冊の本（二部構成）として出版する意志を固める。晩年のトゥ
エインの作品の数多くを出版したハーバー・アンド・ブラザーズ社はこれを大々的に宣伝したが，出
版は大幅に遅れた。巷ではクリスチャン・サイエンスがハーバー・アソド・ブラザーズに賄賂を送
り，出版を阻止しているのだという風聞が乱れ飛び，トゥエイン自身もそれを半ぽ信じていた形跡が
ある10）。事実関係は別として，この宗派が大きな財力をもっていると少なくともアメリカ人は見て
いたということを感じさせる話ではある。結局，国内のクリスチャソ・サイエンス批判ムードがやや
冷めつつあった1907年になってようやく出版された。
　トゥエインの宗教観をここで全て論じきってしまうことはとてもできないが，クリスチャン・サイ
エンスと並んで19世紀のアメリカの代表的な新興宗教であるモルモン教（1830年創設）に対しても，
トゥエインは生まれ故郷であるミゾーリ州自体が反モルモン感情の強かったことも手伝って，ある種
のいかがわしさを感じていたことはr苦難を忍びて』（Roughing　lt，1872）を読めぽ明らかである。
トゥエインはブリガム・ヤングをユタ州で絶対的な権限を持つ「国王」11）として描き，モルモン教の
苦難の歴史の象徴である「マウンテン・メドーの虐殺」についてもさして同情していない。アメリカ
の新興宗教の発展の先駆けをなしたブリガム・ヤングとエディ夫人はよく似ている。特に前者は初代
会長ジョセブ・スミスの暗殺後，第2代会長を襲名，強力なリーダーシップの下にソルトレイク入
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植などモルモソ教の発展の歴史を築いた立役者である。その一方で，彼はユタ州に独裁体制を敷き，
自ら20人以上の妻を持ち，一夫多妻制を唱えたことで世間から厳しく非難された。
　のちにトゥエイソがヤングと同質のエディ夫人に痛烈な批判を浴びせることを考えれぽ，彼がこの
時期，彼女と性別の違いくらいしか相違点のないヤングをたいして批判しなかったのは奇妙なことで
ある。あるいは，同性の立場からトゥエイソはヤソグのいかにも男性的な指導力に対してある種，憧
憬の念を持っていたかもしれない。何故なら，トゥエイソはエディ夫人の女性でありながら男性的な
部分（指導力，ビジネスの才能）を持っていることに対しては，憧憬と嫉妬が入り交じった複雑な感
情を露にしているからである。トゥエイソのモルモン教に対する見解で興味深いのは，『モルモソ書』
を呼んでも退屈であるとしながらも「その教義は何ら悪い教えを説いてないし，道徳的に見ても異論
はない」12）とし，信徒に対しては尊敬の念を持っていたことである。この「教義には異論はない」
「真面目に信じている信徒には尊敬の念を持っている」というトゥエインの態度はクリスチャン・サ
イエソスに対しても，そして全ての宗教に対しても同じなのである。「暗闇に座せる人へ」（To　the
person　sitting　in　the　Darkness，1902）や「私の宣教師批判」（To　My　Missionary　Critics，1902）のな
かでキリスト教を痛烈に批判し，周囲から冒涜者呼ぽわりされるのだが，注意深く読めぽ解るように
トゥエインの批判はキリスト教の教義自体にではなく，それを歪曲し偽善的に利用している一部の人
間にある。このことトゥエイソの宗教観を論じるとき，まず念頭に置かねぽならないだろう。
　トゥエイソとクリスチ》ソ・サイエンスの関係を考えるとき，我々を混乱させるのは，彼がクリス
チャソ・サイエソスの痛烈な批判老と世間から目されていながら，必ずしも全ての面で批判的ではな
かったことである。彼は教祖であるエディ夫人に対しては「恥知らずの老いぼれ詐欺師」13）と呼び極
度に嫌い，これが彼に『クリスチャン・サイエソス』を書かせる理由の一つになるのだが，彼女が発
案した「癒し」については，むしろ肯定的に受けとめている。トゥエイソは「癒し」に異常なまでの
興味を示し，ウィリアム・ディーソ・ハウエルズによれぽ，病気中の友人達にも広く勧めていたとい
う14）。何より1899年にウィーソ滞在中に持病である気管支炎に苦しんでいたトゥエイン自身が，当
時ヨーロッパで流行していた精神治療の一派であるハイソリック・ケルグレンが経営していたサナト
リアムに病弱だった家族と共に入っていた時期がある。殊に彼の三女であるジーソの癩痴には効果が
あったらしく，トゥエイソは大喜びしている15）。
　「精神は肉体に大きな影響を与える」（CS　34）とトゥエイソ自身が述べているように病気や痛み
は病人の想像力（クリスチャソ・サイエンス流に言えぽ「妄想」）によって作り出されている部分が
大であることは彼も認めているのである。「妄想」である「自分の頭の中にある不健康な回路」を「健
康な回路」（CS　56）へと転位できれぽ病気，痛み，不安に脅かされない，前向きで安定した人生が
送れる。この発想をトゥエインは大いに評価し，「世界中の人間を苦しめている病気の内の5分の4
はクリスチャン・サイエソスによって快癒できる」（CS　53）と述べたため（無論これは冗談半分で
あろう），逆に医師から「既にトゥエイソはエディ夫人の信奉者（Eddyite）である。彼は少し老緑
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したようだ」16）と欄笑されることになる。だが，トゥエイソは「癒し」の有効性を限定付ながら認め
つつも，病気や苦痛の存在をこの世から完全に無くしてしまうことはできないであろうとし，「クリ
スチャン・サイエンスは余りに多くを求めすぎている」（CS　37）から批判されるのだと冷静に分析
している。
　19世紀のアメリカ宗教史のなかで特筆すべき事は新興宗教の，そして経済史ではトラストの誕生
である。宗教とトラストという本来なら相容れない性質のものでありながら，トゥエインはクリスチ
ャン・サイエンスのみならず，近代に入ってから全ての宗教がトラスト化の様相を呈し始めたことを
嘆いている。既成のキリスト教派が「文明の恩恵会社」17）へとトラスト化し，「帝国の先兵」として
先進国の膨張政策の基幹をなしていることへの批判は「暗闇に座せる人へ」のなかで暴露したとおり
である。それと同じ原理でクリスチャン・サイエソスは人間の「精神」の市場を独占しているトラス
トだと言うのである。
　しかし，重視すべきは，トゥエインの批判が「クリスチャン・サイエンスのブームは一時的なもの
に過ぎず，やがて衰退するだろうと主張するお偉方達」（CS　87）とは一線を画していることである。
彼はこの宗派が成功を収めた理由に，エディ夫人の指導者としてのカリスマ性と教会の無尽蔵の財力
などを挙げているが，最大の理由はこれまで19世紀末のアメリカで様々な治療方法が各地で生まれ，
一定の効果を上げながらも，それらが局地的なものに過ぎなかったのに対し，クリスチャン・サイエ
ンスは「癒し」を組織化（宗教の中に取り込んだ）したことを挙げている。
　トゥエイソは既成のキリスト教派との比較も論じている。既成のキリスト教派が信徒達に来世であ
る，痛みも苦痛も存在しない天国しか与えられなかったが，クリスチャン・サイエンスは人間が人種
や宗派に関係なく生きている限り最も欲する「現在の健康と活力」（CS　51）を信徒に与え，現世自
体を天国にしたことである。その意味では全ての生きている人間を対象にした初めての宗教であり，
ゆえにもし，この宗派が「一世紀以内にキリスト教国に於いてローマに次ぐ二番目の勢力」（CS　49）
となり，やがては「全てのキリスト教派を統合」（CS　195）できなかったら，「私は人類を見損って
いたことになるだろう」（CS　83）とトゥエインは複雑な口調で述べている。このトゥエインの独自
の視点は彼が当時のクリスチャン・サイエンス叩きの風潮に乗った一人でも，直情的な批判者でもな
かったことを示している。
　『ibnリスチャン・サイエンス』はトゥエイソの最も得意としたバーレスク・スタイル（戯文）で始
まる。ウィーンへと帰るまでの山道で「私」（＝トゥエイン）は，不覚にも断崖絶壁から足を滑らせ，
体中の骨を折ってしまい，這々の態で近くの人里へと辿り着くと「ボストンから来た，全ての病気を
治せるクリスチャン・サイエンスの医師」（CS　4）がいるというので呼びにやらせるとフラー夫人と
名乗る女史が翌日やって来る。彼女は「私」に一切の外科的治療を施さず，冷静な態度で『科学と健
康』を朗読し始め，「痛みは全て妄想である」というクリスチャン・サイエンスの教義を説く。この
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女性こそ「シャソとした大柄で骨太な中年，厳格な表情をした意志の強そうな顎と・一マ鼻を持った
三度目の未亡人」（CS　8）とあるように，エディ夫人のカリカチュアである18）。激痛に耐えながら
「私」は，一刻も早く外科的治療を施して欲しいと懇願するが，フラー夫人は「心だけがこの世に唯
一存在するものであり，痛みなど存在しない」ことをひたすら繰り返すのみ，挙げ句の果てにはクリ
スチャソ・サイエソスの教義がいかに素晴らしいものかを一方的にまくレ立て，偉大な指導者である
教祖エディ夫人を絶賛し始める。たまりかねた「私」がその教義の矛盾点を衝くと，「我々の教義は
絶対的なもので矛盾などなく，ここで議論したくない」（C520）の一点張りでとりつく島がない。
こうして夫人は『科学と健康』を置いて，不在治療を施すと言って帰っていくのだが，この本をベッ
トの上で読んだ「私」は，その内容に愕然とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この本こそ，人間の想像力が生んだ奇妙で狂信的で意味不明な本の中で最悪の見本である。この本
は際限ない自信と独り善がりに満ちていて，意味不明な言葉さえも虚勢興奮，熱烈さによって強引
に雄弁の効果を醸し出している。……なんだか，この本を読むと情熱は伝わってくるが細部の意味は
わからない，変に熱気だけがある攻撃的で神愚り的な演説を聞いている気分になる。換言すれぽ，打
楽器を使った演奏者が自分ではうまく奏でているつもりでも，他人にとっては，その音楽は雑音だら
けで軍歌みたいなものでしかなく，聞き手の魂を奮わせることはあっても，その意味を伝えることは
ないのと同じである。（CS　29－30）
　トゥエイソは文体こそが書き手の性格を写し出す鏡のような役割を果すと見ている。晩年の代表作
とも言うべきr第44号』（No．　44，　The　Mysterious　Stranger）でもエディ夫人がコミカルな存在として
描かれている。第44号の魔法によって女中が猫へと変身させられ，「メリー・フロレンス・フォーテ
ィスキュー・ベイカー・G．ナイチソゲール」19）という奇妙な名前を付けられるのだが，これはエディ
夫人と有名なナイチンゲールの本名を混合させたものであり，クリスチャン・サイエソスが「宗教と
葬儀屋を結びつける代わりに，新しく宗教と医学を結びつけた」（CS　20）ことへの皮肉である。さ
らに，このメイドが突然興奮した口調で何の脈絡もなく意味不明な発言するヒステリックな女性とし
て描かれていることから，彼のエディ夫人に対する見方は終生変わらなかったと言っていい。
　翌日以降，「私」の骨折は快方の一途をたどるが，フラー夫人は「骨折した一ヶ所につき1ドル，
つまり234ドル」の大金を治療費として請求しに再び訪れる。「心だけが存在し，その他のものは存
在しない」と断言する夫人が「実在する，形あるドル」（CS　38）である現金を請求することに対し
て「私」は矛盾を感じるのだが，これが第二部で具体的に告発されるように，クリスチャン・サイエ
ソスの教義が非現実的な部分が多く，実態は金権的なものである事への伏線になっている。
　これらは勿論，フィクションだが，トゥエイソらしく皮肉とユーモアを巧みに利用した秀作であ
り，『クリスチャン・サイエソス』を否定的に評価しているトゥエイソの研究者達でさえここまでは
評価している20）。が，この後は「暗闇に座せる人々へ」などで反語表現を充分に駆使し，アメリカ
の帝国主義や宣教師を批判した「風刺の武器」は姿を徐々に消していき，第二部に至ってはエディ夫
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人を強く批判するあまり，重複や中だるみが目に付くようになる。小説ではなくエッセーである以
上，短く的確に論じなくては，彼の持ち味である「風刺の武器」が活かされないと思うのだが，分量
としては実にr赤道に沿うて』（Eollowing　the　Equator，1897）以来の大作になってしまった。そのた
め内容的には読んでいて多少退屈であり，著名なトゥエイン研究者であるハムリン・ヒルがこの作品
を「ユーモアリストであることの陥穽，トゥエインの混乱した精神状態を如実に示すもの」21）と決定
づけたのはそのためである。しかし，宗教という複雑で形而上的な問題を「混乱」なしで論じること
は不可能であろうし，同時にトゥエインの「混乱」が彼の宗教に対する真摯な態度を我々に感じさせ
てくれるのも事実である。
?
　第2部の主眼はr科学と健康』『母教会規範』『小品集』『回顧と反省』などのエディ夫人の著作物
から一部抜粋し，「エディ夫人個人の肖像画」（CS　278）を描き出すことによって彼女の素顔を暴き
出すことにある。特に批判の矛先はエディ夫人の凄まじいまでの支配欲と金銭欲へと向けられ，教会
のシステムをトゥエインは独自の観点から糾弾していく。例えば，教会内で経理や人事面などの部署
がそれぞれ置かれ，合議制の形態をとっているのにも関わらず，これらの部署が実体のない「シャド
ー（影）」（CS　175）であり，「エディ夫人の個人的な家財」（CS　184）や「衣装の一部」（CS　207）に
過ぎず，エディ夫人の承認を得たイエスマンしか各部署の長になれないことや，彼女の機嫌を損ねる
ようなことがあれぽ即座に破門する「専制君主の真剣な猿真似」（CS　167）へ矢継ぎ早やに皮肉を浴
びせる。クリスチャン・サイエンスは「法なき教会」（CS　162）であり，名誉牧師である彼女自身が
「法」であるとし，クリスチャン・サイエンスという名の「帝国」に君臨する，ロシア皇帝や歴代の
ローマ教皇すらも凌ぐ絶対的な権力を持つ女帝であると断じる。牧師や説教師など従来の宗教界の階
級制度を排し，民主的自治を重んじるなどの近代的な装いをしているが，その内実は旧態依然とした
中世的な帝国であると痛罵する。
　のちに「ロシア皇帝独白」（“Czar’s　Soliloquy”）や「レオポルド王独白」（“King　Leopold’s　Solilo－
quy”）で描いたような，人間の性質を熟知し，それを逆手之とって支配している専制君主同様にト
ゥエインはエディ夫人を狡猜な支配者と見ている。その一例としてエディ夫人が「何故本来，一つし
かなかったキリスト教が幾多もの宗派に現在，細分化されてしまったのかを熟知している」
（CS　170）と述べる。『母教会規範』のなかで，説教を禁じているのは，もし説教をしたら説教師個
人の主観が介在してしまい，また聞き手にとって様々な「解釈」が生じてきて，教義自体が変容して
しまう危険性に先手を打った策であり，だからエディ夫人は機械のように一字一句『科学と健康』を
壇上から読み上げる朗読者（readers）のみを置いて，信徒の思考と独創性を停止させ，「教義に疑い
を持つことは新しい許されざる罪」（CS346）に規定し，「信徒達を精神的な意味での奴隷」
（CS　208）に仕立てようとしているのだと推論する。『地球からの手紙』（“Letters　from　the　Earth”）
の中でも「人間には理性的な思考能力が備わっているはずなのに，いざ宗教の問題になったとき，誰
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もそれを使おうとはしない」22）矛盾さをサタソの口を借りて嘲笑させていることから考えても，トゥ
エイソが言い放った「精神的な意味での奴隷」とはクリスチャン・サイエンスに限らず全ての宗教に
対する彼の捉え方であったと言っていい。
　病気や苦痛を人間の頭脳が生んだ「妄想」とする「癒し」の有効性をトゥエイソが部分的に認めて
いることは既に触れた。しかし，同時にエディ夫人が，この想像力（妄想）の排除を自らの組織支配
に応用させていることにトゥエインは激昂しているである。さらに言えぽ，小説家という果敢な想像
力（妄想）なくしては成立し得ない職業にあるトゥエインに対して，想像力（妄想）の排除を説くエ
ディ夫人の教義は到底受け入れられるものではなかったに違いない。晩年，虚無的な傾向を強めなが
らも，想像力（妄想）と共に一生を過ごしたこの作家は「想像力を捨てるな。想像力がなくなったら
君の肉体は存在していても，生きることを放棄したことになるのだぞ」23）という箴言を我々に残して
いる。
　これまでこの作品はトゥエインのエディ夫人への個人批判の類のものと考えられてきた。なかには
生前40万部を売ったr科学と健康』の作者であるエディ夫人に同業者であるトゥエイソの嫉妬心が
彼のクリスチャソ・サイエンスへの批判につながったと見る研究者や男性が社会で幅を占めていた
19世紀的なトゥエインの女性差別意識を指摘する人もいる24）。これらの指摘には私としても充分同
意できる部分が多いが，それだけではなかったとも考えられる。
　トゥエイソの批判が最も激しくなるのは，エディ夫人が宗派の女帝という地位では満足できず，
「自己神格化という深刻な病気」（CS　355）に罹り，自らを「二大存在（two　Infallibels）」（CS　196）
たろうと目論んでいることである。これはエディ夫人が教会内でMother　Maryを自称し，信徒にこ
のように呼ぽせていたことを衝いたものである。エディ夫人のファーストネームである「メリー」は
偶然にも聖母マリアと同名であった。トゥエインはこれを偶然とはとらず，故意に自己神格化を企む
証拠とし，「過てるエディ夫人」（1903）と題して雑誌上で激しく攻撃し，結局はエディ夫人に雑誌
上で陳謝させ，以後教会内でMother　Maryと呼ぽせることを禁じさせた。
　「多くの意味で彼女は史上最も興味深く，かつ最も異常な女性」（CS　102），「恐るべき女性」
（CS　210）と呼んだようにトゥエイソが半ぽ憧憬し，そして半ぽ軽侮したように女性でありながらエ
ディ夫人は男勝りの野心家であり、卓越したビジネスの才能を持ってはいる。しかし，彼女を「集団」
の支配者たらしめている最大の要因をトゥエインはエディ夫人の能力だけでなく，むしろ「外の力
（環境）」（CS　278）においている。当初，全くの無名であり，エディ夫人が身銭を稼ぐために創設
したクリスチャソ・サイエンスが1890年代に信徒数が激増し組織化するに従って，信徒達の彼女に
対する当初の「敬意」が「崇拝」（CS　270）へと変化し，それと時を同じくして彼女の金銭欲が生来
の支配欲へと変貌を遂げたのだと断じる。
彼女は全てのキリスト教国の中で唯一完全な支配者だ。他の支配者達の権威には限界があるが，彼
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女には全くない。彼女の支配は揺らぎもしないし，蹟くこともない。専制君主国の民衆は支配の下で
汲々としているだけであり，彼らの忠誠心は本物ではない。だが，信徒達のエディ夫人への忠誠心は
本物であり，真剣で誠実で狂信的だ。この栄誉は他の専制君主達には与えられていない。なぜなら，
彼らの彼女への愛情は不信・嫉妬・強要・中傷とは無縁であり，汚点のない太陽を崇めるのと同じだ
からだ。この強大な無限の愛によって「崇拝」という驚愕すべき言葉へと発展した。しかも，信徒達
はエディ夫人を人間としてではなく，神と同格の，神の言葉を語り得る神秘的で神聖な存在として崇
拝しているのだ。（CS　348－349）
　帝政ロシアに代表される既成の「帝国」よりも強固で新しい概念の「帝国」の誕生である。トゥエ
インは表面的には強固に見える帝政ロシアが民衆の武力蜂起によってもろくも崩壊する存在であると
見ていたのに対し25），この新しい宗教帝国は信徒の純真な「崇拝」という取り除きがたいベールに
守られた不動の「帝国」である。
　いかにエディ夫人が有能な人物であろうとも，所詮は「個人」の域を脱し得ない。その「個人」を
「神の言葉を語り得る，神の言葉の伝達者」として意識的に，もしくは無意識のうちに信じ込む「偏
った見方しかできない証人」（CS　287）である信徒達，すなわち「集団」の力によって「集団」を支
配する地位へと押し上げられたのである。この「個人」と「集団」の因果関係，いわぽ両老の支配欲
と狂信という共同作業によってクリスチャン・サイエソスが「帝国」になる「環境」が整えられてい
るとトゥエインは主張しているのである。数年後，『人間とは何か？』の中でも，人間は外的な圧力
（環境の変化）なしでは何も決定できないことを強調しているが，注意しなければならないのは，人
間の力では抗しがたい「環境」を創り出しているのが実は他ならぬ「集団」である人間自身であると
いうことである。「集団」が「環境」を無意識のまま創りだし，次にその「環境」が「集団」を支配
するという主従関係が逆転する構図に危機感を強めたことはトゥエインの晩年の大きな特徴である。
　そしてトゥエイソが激しく警鐘を鳴らすのは，エディ夫人という強力な指導者の死後のクリスチャ
ン・サイエソスの行方である。逆説的に言えぽトゥエイソはエディ夫人が生きている間はまだ安全で
あり，むしろ彼女の死後に暴走し始めると予見する。トゥエインが「将来のスタソダード・オイル会
社」26）と呼んだように，クリスチャン・サイエンスはエディ夫人によって軌道に乗せられたが，それ
を完成させるのは彼女の死後の信徒によってなのである。エディ夫人の死後，強力な指導者を失った
この宗派は「信徒達のエネルギーと狂信によって」（CS　83），これまで以上に「教義や規範に拘束さ
れない究極の無責任な権力を持つ帝国」（CS　280）になるであろうと目している。何故なら，この宗
派は「人間の生命は永遠であり，死を認めない」のであり，エディ夫人はクリスチャソ・サイエソス
においては名誉牧師として信徒の間で形式的には永遠に生き，君臨し続けるであり，その意味では彼
女は信徒達の間で「神」になるのである。しかし，その「神」は地上の人々と直接対話できない全て
の宗派の「神」同様に，沈黙する「神」である。信徒達が『科学と健康』を読むことによって辛うじ
て間接対話が保たれるだけだ。「ヨハネの福音書」の冒頭にもあるように「言葉は神なりき」ではあ
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っても，その「神」すなわち言葉を地上で語れるのは人間だけである。その「神」や教義は，状況に
応じて人間の都合のいいように拡大解釈され，結局は既成のキリスト教派と同じ，腐敗する運命を辿
らざるを得ない。強調しておくが，トゥエインのクリスチャソ・サイエソスへの批判は，彼の米西戦
争（1898）やフィリピン戦争（1899－1902）に見られるアメリカの帝国主義への批判や海外での「帝
国の先兵」としての宣教師活動への批判と平行してなされた。クリスチャン・サイエンスは将来，「全
てのキリスト教派を統合する」ほどの大発展を遂げるだろうというトゥエインの予言の背後には，こ
の宗派も既成のキリスト教派と同様に虚偽と欺隔に満ちた存在へと退化し，飽くなき拡張を続けるだ
ろうという真の意図が読み取れる。
　次章ではクリスチャン・サイエンスが地上の覇権を握り，生身の人間であるエディ夫人が千年の時
間的経過によって伝説となり，「集団」によって「神」に祭り上げられた世界を描いた未完のSF小
説r世界帝国エディパス秘史』について触れる。
　トゥエイソは『クリスチャン・サイエンス』の中で「今のところr科学と健康』は聖書とくびきを
並べて友好関係を装っているが，半世紀内に聖書を後方へと押しやり自ら先頭へと踊り出，プロテス
タソト派の世界支配の後，巨大な発展期を迎えるであろう」（CS　46）とクリスチャソ・サイエソス
が将来，世界的な勢力となることを予言している。この予言が小説化されたのが『世界帝国エディパ
ス秘史』（The　Secret　History　of　EddyPus，　World　Empire）である。「プロテスタソト派の世界支配」と
言っているように，トゥエインはまず20世紀内にアメリカが武力によって全世界を支配し，それを
クリスチャン・サイエンスが乗っ取る形態になることを予言しているのだ。
　当初，トゥエインはクリスチャン・サイエソスの問題を小説の形態で書こうとしていた。その証拠
に彼はr世界帝国エディパス秘史』の序章を「はるか後年」（“Later　Still”）と題して1903年2月に
単独で雑誌に発表している。だが，当時世界的人気を博したH．G．ウエルズの『タイムマシーソ』の
影響やのちのジョージ・オーウェルのr1984年』を彷彿させる，このSF小説が書き終わることはな
く，トゥエインは第2部の8章まで書いた時点で断念し，そのまま放置され（それでもかなりの分
量ではある），彼のこの宗派への見解は『クリスチャソ・サイエソス』へと最終的には一元化された。
　この小説の設定を見てみると主人公とおぼしき語り手が生きている時代はトゥエイソがこの小説を
書いている1902年から千年後の西暦2902年である。しかし，ここでは既にエディ夫人がキリストに
変わって「神」になり，年号はA．M　1001年（Anno　Matris「彼女以後」，つまり「エディ夫人以後」
の意）へと改変され，至高神聖教皇メリー・ベイカー・G・エディ69世が統治している。西暦2000
年頃勃発した，カソリック派との最終宗教戦争ともいうべき頂上決戦を制したクリスチャソ・サイエ
ソスを国教とする帝国「エディパス」27）が中国を除く全世界を支配，人類史上初の「世界帝国」を建
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国し，国民を徹底した監視体制に置く。これによって世界地図は一変する。例えぽカソリック派の総
本山であったローマが「エディブルグ」，クリスチャン・サイエンスの発祥地ボストンが「エディフ
ラット」という地名へと改名され，その他全ての地名には「エディ」の冠名が付き神聖なものとされ
る。地名だけではなく，言葉までもが改変され統一される。クリスチャン・サイエンスは「神聖科学
（ディバイン・サイエンス）」へと改名され，なかでも面白いのは「教育」が何と「エディケイション」
へと改名され，これによって国民教育が行われるというものでありトゥエインらしい工夫が感じられ
る。しかし，この作品で最も重要なのは，語り手が「過去の世界が歴史ではなくなり，全て伝説にな
った」28）と言うように，クリスチャン・サイエンスが，世界全土だけでなく，過去の事実である「歴
史」までも傘下に収めたことである。具体的に言えぽ，過去の事実である「歴史」について書かれた
書物が帝国主導の形で焚書され，博物館は打ち壊され，これまでの世界史が書き換えられ，帝国の検
閲を経た書のみが存在し得る。さらに『科学と健康』のみが唯一の正典とされ，旧訳・新約聖書は外
伝へと格下げされる。このように，正統派・異端，正典・外伝という格付けが，明確な根拠もなく恒
久性を持たない，時の権力者によって恣意的に決定されるものに過ぎない，ということをトゥエイン
は暗示しているのである。
　この焚書運動を辛うじて逃れた書物が，語り手が言うところの「西暦1912年に絞首刑にされたニ
ュージャージー州のマーク・トゥエイン司教なる老」29）が書いたr親しき同志』（01d　Comrades）で
あり，語り手にとって大昔である19世紀と「伝説上の国アメリカ」が，どのような時代であったか
が克明に書かれたこの本から「真実の歴史」を帝国の監視の眼をかいくぐって極秘に探求することを
決意し，自ら繕いていこうとするのである。
　話が進むにつれ，興味深くもあるが現在の我々にとって語り手の口調が心許なくなっていく。と，
言うのも語り手の勇ましい決意とは裏腹に「歴史」というものが後世に伝わるとき，誤謬に満ちたも
のにならざるを得ないからである。「歴史」というものは常に勝者，または支配者の立場から語られ
（創られ），書物として後世へと伝えられるため，敗者（被支配者側）の歴史，つまり「秘史」である
「真実の歴史」は闇に葬られたまま語られることはないのである。語り手は，その「秘史」を探りだ
そうと真剣な努力をしてはいるが，トゥエインは意図的に我々の失笑を誘わせるように仕向けてい
る。例えぽ，語り手はr親しき同志』に書かれている「愛国者ジョージ・ウィシントンなる者（勿論
ワシソトソのこと）」が「イギリスの支配の象徴だった桜の木」を切ったエピソードと伝説上の国・
アメリカの独立の関連について書き始める。
　彼がどういう人物だったのかは知り得ないが，桜の木を切ったのは愛国的行為だったらしく，．これ
によってアメリカ独立が促進し，彼は英雄になったそうだ。一部の歴史家は彼が独立宣言を起草した
と思い込んでいるが，それは間違いで彼は嘘をつきたくないという理由から起草を辞退したのだ……
当時のアメリカ人は自由と平等という高貴な理念が織り込まれた盤石な独立宣言を必要としていた。
だが，彼は強靱に反対した。人間は所詮，人間でしかなく，独立宣言がその美徳を長く保持できるわ
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けがなく嘘を証明するものに他ならないと彼は言った。民主主義国が国力を付けたら独立宣言など捨
て去り，何処に盗めるものはないかと探し回り，やがて見つけるであろう。共和国になっても同じ事
で盗めるものなら何でも盗むだろう。ウィシントンはそう思ったらしい30）。
　我々の認識では，少年時代のワシソトソが桜の木を切ったのは彼の正直さを示すエピソードとして
であり，独立宣言の起草者でもない。だが，語り手にとって千年以上の時間的経過を経てしまってい
るため，ワシソトンの正確な名前すらも解らない誤謬だらけの「歴史」を語り始める。しかし，この
語り手の滑稽さを我々は笑うことができない。なぜなら時代こそ違うが，現在の我々と語り手との立
場は実は意外に大差はないかもしれないからだ。歴史学者のE．且．カーは「歴史とは過去と現在との
対話である」31）という名言を吐いたが，我々が常に注意しなけれぽならないことはトゥエイソが危惧
したように，我々の対話者である「歴史」が果たして「真実の歴史」なのか，それとも権力によって
捏造された偽りの「歴史」なのかということにある。トゥエイソは語り手に「過去と現在の対話」を
させることによって我々にその危険性を指摘しているのである。このことは『若いサタソの物語』
（“Chronicle　of　Young　Satan”）のなかでサタソが栄光に彩られたキリスト教国の歴史が，実際は「殺
獄」の歴史でしかなかったことを凄惨なパノラマ式に見せたり，『地球からの手紙』のなかでもサタ
ソによって「真実の歴史」として過信されているものが実は欺隔と虚偽に塗り固められたものである
ことが嘲笑とともに語られていると同じことである。
　この作品は未完の状態のまま終わっているので，この後どのような展開をトゥエインは意図してい
たのかは解らない。ただ，千年後の世界で「神」であるエディ夫人の名の下に領土拡張政策を取り，
全ての過去の事実が歪曲され，正当化されるということはこれまでのキリスト教の歴史と同じことで
ある。千年後の世界でも「集団」が「個人」であるエディ夫人を「神」に祭り上げ，クリスチャン・
サイエンスの教義を独善的に解釈し，世界制覇を達成したのである。このようにトゥエイソはSF小
説の手法を取ることによってクリスチャソ・サイエンスのみならず，その延長線上でこれまでのキリ
スト教国の歴史をも批判しているのである。
結び
　トゥエインは『クリスチャン・サイエンス』の一番最後に「結論」と題する短い章を設けている。
そしてこれはクリスチャン・サイエンスへの彼の「結論」でもあると思われる。トゥエインはこのな
かで，アメリカ人は一個人としては正直で，立派であり，これらの美点は全てキリスト教の優れた教
義が根幹をなすものであり，個人レベルではキリスト教徒の名に恥じない民族であると称賛してい
る。だが，彼らが公の人となって行動した場合，キリスト教徒の美質をかなぐり捨て，私利私欲に走
り，「個人的道徳心」（private　morals）と「公人的道徳心」（public　morals）が無意識のうちに使い
分けられている現実を嘆いている。トゥエインはクリスチャン・サイエソスはアメリカ人の美点であ
る「個人的道徳心」を公の社会で広げることができないものだろうか，と問いかける。だが，私はで
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きないと思う，とトゥエイソは悲観的ながらも，“there　is　the　field”（チャソスはある）と力説し，
この作品の中で初めてクリスチャソ・サイエンスの信徒に対して語りかける。
　クリスチャン・サイエンスよ，努力せよ。君達がやろうとしていることは最も高貴なことであり，
もしかしたら成功するかもしれないのだ。そうすれぽ我々は「キリスト教徒でありながら正直な国会
議員になるにはどうすれぽいいか」「キリスト教徒でありながら信頼される市民になるにはどうすれ
ぽいいか」という題名の素晴らしい文学を持つことができよう。（CS　361－362）
　これは『人間とは何か？』のなかで，終始懐疑的な口調の老人が一度だけ若者に対して言った，「君
は自分の理想とするものを努力して訓練し，さらに上へ上へと向上させ，自分自身を満足させながら
も，かつ隣人と社会に利益を必ずもたらせると確信できる行為に至上の喜びを見い出せるところまで
登りつめよ」32）という教訓に酷似している。
　トゥエインは社会を変革できるとしたら，その役割は宗教が果たすべきだとする考えが見て取れ
る。その宗教は，別の言い方をすれぽ理念を信じるという行為は，他人から与えられるものではな
く，一人一人の信念と良心に基づいた確固としたものでなけれぽならない。彼が言うように「もし信
徒がクリスチャン・サイエソスの教義を慎重に検討し，よく考えた上で心から入信したのなら，この
宗派は危険な存在になることはないだろう。だが，そうではないのだ。彼らが受け入れているのは教
義の一部分だけであり，他の部分はただ何となしに受け入れているに過ぎない」（CS　93）のである。
だからこの宗派の未来は危険なのだ，とトゥエインは述べる。しかし，逆説的ながらこの発言はトゥ
エインがこの宗派に期待をかけていたとも言える。何故なら，この宗派は既成のキリスト教派に不満
を持つ改宗者によって構成されており，何より，若く，他の宗派と違って「過去」という呪縛に捕ら
われず，新しい「未来」を創れる可能性もあるからである。
　クリスチャソ・サイエソスが世界帝国になるというトゥエイソの予言は見事に外れた。しかし，彼
がここで見抜いたように，世界を取り巻く非人間的な「環境」が「集団」である民衆の手によって無
意識のままに作られ，その後，創り手である民衆自体が逆に「環境」に支配されるという構図は今な
お変わらない。彼は「個人」に重きを置かず，「集団」である民衆が将来を決するであろう事をクリ
スチャン・サイエンスの「現在」を批判することによって，そしてこの宗派の「未来」を予言するこ
とによって明示しているのである。そして全ての宗派が人間の「集団」であるがゆえに，最後までそ
の純真さを保てる可能性が少ないこと，既成のキリスト教派と同様，クリスチャン・サイエンスも近
い将来，教義を独善的に歪曲し，必然的に拡大する「帝国」にならざるを得ないことへの空しさ，ま
たそれを告発するトゥエインの姿が彼のクリスチャン・サイエソスへの批判から浮き彫りになってく
るのである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NOTE
下記の略号で括弧内にページ数を記入した
CS：Mark　Twain，　Christinn　Science（Oxford　Univ．　Press，1996）
クリスチャン・サイエソスに関する参考文献は主に以下を使用した：
Mary　Baker　G．　Eddy，　Science　and　Health，　with　Key　to　the　Scriptures（The　First　Church　of　Christ，　Scie－ntist，　in
Boston，　Mass．）『科学と健康・付聖書の鍵』（英日対訳版，1994）は東京第一科学者キリスト教会の渉外部の森川
淑子氏のご厚意でいただくことができた。
Willa　Cather＆Georgine　Milmine，　The　Ltfe（of　Mary　Baker　G．　Eddy　＆　the　History（of　Christinn　Science（New　York：
Double　day，　Page＆Co．1909，　reprint　The　Univ．　of　Nebraska　Press，1993）　　　　　　　　　　　　　　　」
生駒孝彰『アメリカ生まれのキリスト教』195－258（旺文社，1981）
1）教会内ではエディ夫人をこの宗派の創設者，教祖というよりは「発見者（Discoverer）」と位置づけている。
　　何故ならクリスチャン・サイエソスの教義は彼女自身が考え出したものではなく，神がこの世を創って以来，
　　もともと存在していながら，誰も気付かなかった教義を「発見」したという立場をとっているからである。
　　そして，彼女は神からの啓示を受け，神の代筆者として『科学と健康』を著し，この宗派を創設したと主張
　　している。
2）The　Ltfe（OfMary　Baker　G．　Eddy　＆　the　History　of　Christian　Science　P　1　78初版はひどい文体であり，矛盾も多か
　　ったという。『科学と健康』が本当にエディ夫人のオリジナルであるか，または彼女がクイソビーの理論から
　　剥窃したかは，当時から論争が絶えず，今もって明らかではない。トゥエイソはゴーストライターが確実に
　　いると信じていた。ただ，彼女一人で『科学と健康』を書いたのではないことはその後の研究者によって明
　　らかにされている。
3）『アメリカ生まれのキリスト教』，204
4）「ヨハネの黙示録」第12章1節と6節に「また，天に大きなしるしが現れた。一人の女が身に太陽をまとい，
　　月を足の下にし，頭には12の星の冠をかぶっていた」，「女は荒れ野へ逃げ込んできた。そこには神の用意さ
　　れた場所があった」と書かれているが，エディ夫人はこの「女」こそ自分であり，「場所」こそボストンであ
　　ると主張している。ゆえに自分は神から正式に啓示を受けた者であると言うのだが，トゥエインは聖書の記
　　述は元来，解釈するには暖昧な部分が多いのにエディ夫人は何の根拠もなしに断定し，権威付けようとして
　　いることを嘲笑している。（CS　31）
5）現在でもこの宗派は多数の機関誌を持っている。クリスチャソ・サイエンス・ジャーナル，クリスチャン・
　　サイエソス・クォータリー，クリスチャン・サイエンス・センチネルなどがあり，なかでも日刊新聞紙「ク
　　リスチャン・サイエソス・モニター」は国際的に評価の高い世界有数の新聞のひとつであり，最近ではイソ
　　ターネットに進出するなど精力的な活動を行っている。
6）『母教会規範』，17
7）『アメリカ生まれのキリスト教』，207－208
8）アメリカ文学史の人ではヘンリー・アダムスとハロルド・フレデリックがいる。前者は数々の宗教遍歴を経
　　て入信した。このことはトゥエインがアダムスの飽きっぽい性格に多少の皮肉を込めて『人間とは何か？』
　　のなかで触れている（What　dS　1吻ガ，212）。後者は当時人気を博した『セロソ・ウェアの破滅』の作者であ
　　るが，この作品の中でも既成のキリスト教派の堕落ぶりが一つのテーマになっている。彼は身体を病んだ状
　　態で，クリスチャソ・サイエンスへと改宗し「癒し」を受けるのだが，結局は外科的治療を施さなかったこ
　　とが彼の死期を早めたと噂され（1898年），この事件は世間のこの宗派への批判の引き金となった。（Our」Fa－
　　mous　Guest　Marh　Twain　in　Vienna，234－35）
9）参考までにトゥエインとクリスチャソ・サイエンスに関する年表を挙げておく。
1899．10　「クリスチャソ・サイエソスとエディ夫人の本」と題し（のちの『クリスチャン・サイエンス』第1章
　　　　から4章まで）「コスモポリタソ・マガジン」に掲載
1901－1902　この頃，「世界帝国エディパス秘史」執筆，のち断念
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1902．12
1903。2
1903．3
1903．4
「ノース・アメリカン・レヴュー」誌上に（『クリスチャン・サイエンス』第5章から8章まで）発表。
「世界帝国エディパス秘史」の序章を「はるか後年」と題して発表
同年「ノース・アメリカン・レヴュー」に『クリスチャン・サイエソス』第9章発表
ニューヨーク支部広報部長マククラッケンが「ノース・アメリカン・レヴュー」誌上で「エディ夫人と
クリスチャン・サイエンスの関係」と題する論文でトゥエイソに反論
すかさず，トゥエイソ同誌で「過てるエディ夫人」を発表し応酬。この後『クリスチャン・サイエソス』
第2部を本格的に執筆開始
1907　　ハーバー・アンド・ブラザーズ社より『クリスチャソ・サイエンス』出版
10）Hamlin　Hiil，　God　’s　Fool（New　York：Harper＆Row，1975），54「クリスチャン・サイエソスは将来のアメリカ
　　を牛耳る存在になるだろう。その証拠に国内最大の出版社の口封じをしたではないか」とトゥエインは友人
　　に述べている
11）Mark　Twain，　Roughing　lt（Oxford　Univ．　Press，1996），109
12）　Roughing　lt，135
13）What　is　Man？　and　Other、PhilosoPhical　Writings，　ed．　Paul　Baender（Berkeley：Published　for　The　lowa　Centre
　　for　Textual　Studies　by　the　Univ．　of　California　Press，1973），25
14）William　Dean　Howells，　My　Mark　Twain（New　York：Dover　Publications，’Inc，1997），84
15）物娩Twain　’s　Correspondence　with　Henry　lluttleston　Rogers，1893－1909，　ed．　Lewis　Leary（Berkeley：Univ．　of
　　California　Press，1969），404－407
16）　What　is　Man～，26
17）A　Pen　Wanued－ul）in、Hell，　ed．　Frederick　Anderson（New　York：Haper＆Row，1972），80
18）Peter　Stoneley，Marle　Twain　and　the　Feminine、Aesthetic（Cambridge　Univ．　Press，1992），130フラー夫人がエ
　　ディ夫人を擬していることは間違いないが，このフラーという名前は有名だったニューイソグラソド地方の
　　知識人であったマーガレット・フラーからとったという指摘もある。
19）Mysterious　Stranger　Manuscripts，　ed．　William　Gibson（Berkeley：Univ．　of　California　Press，1969）375
20）Carl　Dolmetsch，　Otcr　Famous　Guest：　Mark　Twain　in　Vienna（Athens：Univ．　of　Georgia　Press，1992），234オー
　　ストリア滞在中のトゥエインが書いた作品の中で優れた風刺を駆使した最も面白い作品と評価している。
21）Christian　Scienceの巻末参照。またWilliam　R．　Macnaughton，　Marle　Twain　’s　Last　Years　as　a　Wri－ter（Univ．　of
　　Missouri　Press，1979），192この作品の長すぎる分量を致命的な欠点であるとしている。
22）　What　is　Man？，418
23）Mark　Twain，　Following　the　Equator（Oxford　Univ．　Press，1996），567
24）Mark　Twain　and　the　Feminine　Aesthetic，133－135この書ではトゥエイソとエディ夫人の対立をmasc－uline
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